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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 35,362 14.7 254 27.2 497 85.7 △228 －

2024年３月期第１四半期 30,818 △18.2 200 △94.3 267 △95.4 △466 －

(注)包括利益 2025年３月期第１四半期 1,153 百万円 ( －％) 2024年３月期第１四半期 97 百万円 ( △97.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 △1 47 －

2024年３月期第１四半期 △3 00 －

(参考) 持分法投資損益 2025年3月期第1四半期 63百万円 2024年3月期第1四半期 △419百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 257,078 △117,169 △49.9 △823 46

2024年３月期 269,528 △118,312 △48.0 △831 32

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 △128,169百万円 2024年３月期 △129,396百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― ― ― 0 00 0 00

2025年３月期 ―

2025年３月期(予想) ― ― 0 00 0 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

2025年３月期の連結業績予想につきましては、不確定な要素があるため、現段階では合理的な予想

値の算定を行うことは困難であると判断し、未定としております。業績予想の開示が可能となった時

点で速やかに公表いたします。【添付資料】４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (４)

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」も併せてご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 (社名) 、 除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 156,279,375株 2024年３月期 156,279,375株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 632,182株 2024年３月期 627,044株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 155,649,606株 2024年３月期１Ｑ 155,656,984株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】４ペ

ージ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (４) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

１）当四半期連結累計期間の概況

当第１四半期連結累計期間における経済環境は、企業における生産活動や設備投資に持ち直しの動きがみられ

るなど、国内では緩やかな回復傾向となりましたが、欧米における金融引き締めの継続とそれに伴う大幅な為替

変動や、ウクライナ・中東情勢の長期化による資源・エネルギー価格の高止まりにより、依然として景気の先行

きには懸念が残る状況となりました。

このような状況のもと当社グループにおきましては、2024年２月に公表した「2023～2027年度 中期計画 ～業

績改善のための計画～」に沿って収益の安定化と拡大に向けた地盤固めを実現するべく、各種費用の最適化に継

続して努めるとともに、①成長事業への投資、②ガバナンス／モニタリングの更なる強化、を骨子とした施策に

取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は35,362百万円（前年同四半期比14.7％増）、

営業利益は254百万円（前年同四半期比27.2％増）、経常利益は497百万円（前年同四半期比85.7％増）となりま

した。特別損失に水俣病補償損失等の合計719百万円を計上し、親会社株主に帰属する四半期純損失は228百万円

（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失466百万円）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりです。

なお、当第１四半期連結会計期間より、従来「機能材料事業」、「加工品事業」、「化学品事業」、「電力事

業」としていたセグメント名称をそれぞれ「高機能材料事業」、「アグリ・ライフイノベーション事業」、「ケ

ミカルマテリアル事業」、「グリーンエネルギー事業」に変更しました。また、従来「化学品事業」としていた

ライフケミカル製品のセグメント区分を変更し、「アグリ・ライフイノベーション事業」に移管しました。

高機能材料事業

液晶材料は、ＴＶ用液晶の販売が堅調となったほか、ノートブックＰＣやＰＣモニター用途を中心にＩＴ向け

液晶の販売も安定的に推移したことから、売上は増加しました。

シリコン製品は、中国市場減速などの環境変化によりプリントサーキットボード用途で顧客における稼働率の

低下や在庫調整の影響を受けましたが、コンタクトレンズ用途等で需要が復調し、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は4,959百万円（前年同四半期比11.5％増）となりました。

アグリ・ライフイノベーション事業

肥料は、流通在庫の滞留が解消しつつあることに加えて、販売価格値上げ前の先取り需要が発生したことから

出荷が回復基調となり、売上は増加しました。

ライフケミカル製品は、主力の液体クロマトグラフィー用充填剤で生産設備の定期修理を実施したことから、

出荷及び売上は減少しました。

繊維製品は、大人用、フェミニンケア製品用途は堅調に推移したものの、国内・中国市場ともに、出生率低下

に伴う子供向け紙おむつ用途の低迷が継続し、売上は減少しました。

当セグメントの売上高は15,535百万円（前年同四半期比8.7％増）となりました。

ケミカルマテリアル事業

オキソアルコールは、生産設備の大型定期修理の実施により輸出が大幅に減少したほか、国内の住宅市場を中

心に需要が低迷し、売上は減少しました。可塑剤は、住宅需要をはじめ全般的に需要が低迷し出荷が減少しまし

たが、価格の上昇が補いました。

ポリプロピレンは、主要な供給先である自動車業界における大幅な減産の影響を受けたほか、軟調な海外市況

から安価輸入品が継続的に流入したことから、出荷は減少しました。またポリエチレンも同様に、安価輸入品の

流入の影響から、主力のフィルム、延伸・パイプ分野の出荷が低調となりました。

当セグメントの売上高は9,099百万円（前年同四半期比32.9％増）となりました。なお、前第４四半期連結会計

期間の期末に連結子会社となったシージーエスター株式会社の売上高が含まれております。
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商事事業

商事事業は、主力のポリプロピレンにおいてケミカルマテリアル事業と同様に自動車関連向けの需要が低調と

なり、売上は減少しました。

当セグメントの売上高は1,856百万円（前年同四半期比17.4％減）となりました。

グリーンエネルギー事業

グリーンエネルギー事業は、九州地区における水力発電所の安定運転に取り組み、加えて継続的な降雨に支え

られたことから、発電量は増加しました。

当セグメントの売上高は1,946百万円（前年同四半期比4.7％増）となりました。

エンジニアリング事業

エンジニアリング事業は、前期に受注した大型案件の工事が順調に進捗したことから、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は1,964百万円（前年同四半期比75.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ12,449百万円減少し、257,078百万円となりま

した。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産の減少9,002百万円によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ13,592百万円減少し、374,247百万円となりま

した。これは主に、未払金の減少6,966百万円、支払手形及び買掛金の減少4,237百万円によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ1,143百万円増加し、△117,169百万円となり

ました。これは主に、為替換算調整勘定の増加1,470百万円によるものです。

（３）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、これまでの水俣病関連累積損失に加え、2010年度より発生しております水俣病被害者救済一時金

等による支払いが多額にのぼるため、当第１四半期連結会計期間末の連結利益剰余金は△155,776百万円となる結果、

大幅な債務超過となっており、当該状況が会社の運営継続に支障を来たさないための措置として、平成12年２月８日

閣議了解に基づき、国、熊本県及び関係金融機関から種々の支援措置を講じていただいております。

国・熊本県からは、水俣病関連の公的債務返済につきましては、可能な範囲で返済を行い得るよう、各年度、所要

の支払猶予等を講じていただいております。また、特措法（平成21年法律第81号）及びその救済措置の方針による水

俣病被害者救済一時金の支払い額が75,601百万円と大幅に増加し、既往公的債務の償還に加えて同支払い債務の償還

によって、償還合計額が増加する状況となったため、関係省庁による「チッソ株式会社に対する支援措置に関する連

絡会議」において、2018年度以降の金融支援措置及び債務償還に関する申し合わせがなされ、2018年３月26日に、金

融支援措置の継続並びに解決一時金債務の償還にかかる決定及び救済一時金債務について2019年度以降、当面の間、

支払猶予とする決定を受けております。関係金融機関からは、現在当社に対し行われている貸付元本及び求償債権の

返済猶予等の継続及びこれに係る利息等の免除並びに今後の当社及び子会社の運営継続に直接必要な資金融資を受け

ております。

また、当社は「2020～2024年度 中期計画 ～業績改善のための計画～」を2021年３月に策定し、当社グループの

早期の収益回復と持続的な経営を実現させるため、１．構造改革による業績改善、２．ＦＩＴ化推進による電力事業

の収益拡大、３．ガバナンス／モニタリング強化、の３つの骨子に取り組んでまいりました。長期間の渇水や令和４

年の熊本県大雨災害の影響を受けたＦＩＴ化推進等の一部で効果が実現できていないものの、これら３つの骨子を着

実に実行したことで赤字事業は減少し、業績は改善傾向となりました。一方で、当社グループの責務完遂を果たすた

めに、早期の業績回復が今後の課題と捉えており、新たに「2023～2027年度 中期計画 ～業績改善のための計画

～」を2024年２月に策定いたしました。当該計画では、１．成長事業への投資、２．ガバナンス／モニタリングの更

なる強化を骨子に据えており、収益の安定化と拡大に向けた地盤固めの実現に取り組んでおります。

以上により、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないと判断しております。
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（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の業績予想につきましては、当社グループは「2023～2027年度 中期計画 ～業績改善のための計

画～」に取り組んでおり、不織布事業の構造改革等の各施策の実施にあたっては、今後の業績に大きく影響を与え

ることが見込まれております。また、ウクライナ・中東情勢の混迷化、中国経済の減速懸念、急激な為替変動に伴

う原材料価格の高騰など、事業環境が急速に変化しており見通しが極めて不透明な状況かつ不確定な要素も多いこ

とから、現段階では合理的な予想値を算定することが困難であると判断し、未定としております。業績予想の開示

が可能となった時点で速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,971 39,143

受取手形、売掛金及び契約資産 49,995 40,992

棚卸資産 41,863 41,079

未収入金 8,559 4,622

その他 4,525 4,924

貸倒引当金 △24 △26

流動資産合計 143,891 130,736

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 43,896 43,841

機械装置及び運搬具（純額） 28,019 27,823

土地 20,132 20,142

リース資産（純額） 114 118

建設仮勘定 2,279 2,807

その他（純額） 1,176 1,157

有形固定資産合計 95,619 95,891

無形固定資産

のれん 79 32

その他 963 936

無形固定資産合計 1,043 969

投資その他の資産

投資有価証券 13,853 13,967

関係会社出資金 6,309 6,748

長期未収入金 704 720

長期貸付金 2,519 2,543

繰延税金資産 1,103 1,147

その他 4,908 4,587

貸倒引当金 △425 △233

投資その他の資産合計 28,974 29,481

固定資産合計 125,637 126,342

資産合計 269,528 257,078
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,763 34,525

短期借入金 46,865 45,161

1年内償還予定の社債 - 300

リース債務 39 41

未払法人税等 935 408

未払費用 1,597 1,807

未払金 26,363 19,397

賞与引当金 994 1,779

製品保証引当金 15 11

その他 2,280 1,143

流動負債合計 117,855 104,575

固定負債

社債 300 -

長期借入金 220,679 220,954

リース債務 82 84

繰延税金負債 778 836

再評価に係る繰延税金負債 3,347 3,347

退職給付に係る負債 13,125 12,978

長期未払金 29,086 28,730

長期預り金 221 220

修繕引当金 1,240 1,426

環境対策引当金 60 54

訴訟損失引当金 483 483

資産除去債務 493 471

その他 85 84

固定負債合計 269,984 269,672

負債合計 387,840 374,247

純資産の部

株主資本

資本金 7,813 7,813

資本剰余金 868 853

利益剰余金 △155,572 △155,776

自己株式 △22 △22

株主資本合計 △146,912 △147,130

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 846 904

土地再評価差額金 7,123 7,123

為替換算調整勘定 8,270 9,740

退職給付に係る調整累計額 1,276 1,192

その他の包括利益累計額合計 17,516 18,961

非支配株主持分 11,084 11,000

純資産合計 △118,312 △117,169

負債純資産合計 269,528 257,078
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 30,818 35,362

売上原価 25,095 29,108

売上総利益 5,722 6,254

販売費及び一般管理費 5,522 5,999

営業利益 200 254

営業外収益

受取利息 36 38

受取配当金 307 37

持分法による投資利益 - 63

為替差益 562 537

その他 34 51

営業外収益合計 941 728

営業外費用

支払利息 335 363

持分法による投資損失 419 -

その他 118 122

営業外費用合計 873 486

経常利益 267 497

特別損失

水俣病補償損失 626 623

災害による損失 - 96

減損損失 42 -

特別損失合計 668 719

税金等調整前四半期純損失（△） △400 △222

法人税、住民税及び事業税 198 96

法人税等調整額 87 △19

法人税等合計 286 76

四半期純損失（△） △687 △298

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △220 △69

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △466 △228
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純損失（△） △687 △298

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 43 68

為替換算調整勘定 686 1,031

退職給付に係る調整額 △47 △86

持分法適用会社に対する持分相当額 102 438

その他の包括利益合計 784 1,452

四半期包括利益 97 1,153

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 325 1,226

非支配株主に係る四半期包括利益 △228 △72
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。この結果、遡及適用前と比較して、前連結会計年度の「資本剰余金」が14百万円及び「その他有価証券評

価差額金」が10百万円減少、また「利益剰余金」が25百万円増加しております。

上記以外に四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

高機能材
料事業

アグリ・
ライフイ
ノベーシ
ョン事業

ケミカル
マテリア
ル事業

商事事業
グリーン
エネルギ
ー事業

エンジニ
アリング
事業

計

売上高

日本 687 10,322 5,513 1,896 1,859 1,105 21,384 - 21,384

アジア 3,507 2,882 1,043 306 - 10 7,751 - 7,751

その他 252 1,091 292 45 - 0 1,682 - 1,682

顧客との契約から生
じる収益

4,447 14,296 6,849 2,248 1,859 1,116 30,818 - 30,818

その他収益 - - - - - - - - -

外部顧客への売上高 4,447 14,296 6,849 2,248 1,859 1,116 30,818 - 30,818

セグメント間の内部
売上高又は振替高

504 269 629 217 - 36 1,658 △1,658 -

計 4,952 14,566 7,479 2,465 1,859 1,153 32,476 △1,658 30,818

セグメント利益又は
損失（△）

302 △393 △490 139 1,086 81 726 △458 267

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△458百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用等△481百万円、セ

グメント間取引消去等23百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「アグリ・ライフイノベーション事業」セグメントにおいて、繊維製造設備の建屋について今後の利用が見込めな

くなったため、回収可能性が認められなくなった事業資産についての減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失計上額は42百万円であります。
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当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

高機能材
料事業

アグリ・
ライフイ
ノベーシ
ョン事業

ケミカル
マテリア
ル事業

商事事業
グリーン
エネルギ
ー事業

エンジニ
アリング
事業

計

売上高

日本 415 12,507 7,632 1,612 1,946 1,955 26,070 - 26,070

アジア 4,409 2,022 844 183 - 5 7,464 - 7,464

その他 134 1,006 623 59 - 2 1,826 - 1,826

顧客との契約から生
じる収益

4,959 15,535 9,099 1,856 1,946 1,964 35,362 - 35,362

その他収益 - - - - - - - - -

外部顧客への売上高 4,959 15,535 9,099 1,856 1,946 1,964 35,362 - 35,362

セグメント間の内部
売上高又は振替高

378 292 1,013 517 - 58 2,260 △2,260 -

計 5,338 15,828 10,113 2,373 1,946 2,022 37,622 △2,260 35,362

セグメント利益又は
損失

475 △339 △231 105 945 △7 947 △450 497

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△450百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用等△461百万円、セ

グメント間取引消去等10百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来「機能材料事業」、「加工品事業」、「化学品事業」、「電力事業」として

いたセグメント名称をそれぞれ「高機能材料事業」、「アグリ・ライフイノベーション事業」、「ケミカルマテリア

ル事業」、「グリーンエネルギー事業」に変更しました。また従来「化学品事業」に含まれていた液体クロマトグラ

フィー用充填剤等のライフケミカル部門について、組織体制の見直しの結果「アグリ・ライフイノベーション事業」

へ区分変更することとしました

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法及び測定方法により作成したも

のを記載しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 1,635百万円 1,717百万円

のれんの償却額 46 〃 46 〃
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（追加情報）

令和４年台風第14号の暴風雨等の影響について

2022年９月に発生した台風第14号の影響により、当社が保有する水力発電所の一部が被災しましたが、被災した一

部の水力発電所の復旧費用については現在も算定を進めており、その影響を合理的に算定することが困難であること

から反映しておりません。

（重要な後発事象）

水俣病被害者への一時金の支払について

当社は、「水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法」（平成21年法律第81号）及び「水俣病

被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法の救済措置の方針」（平成22年４月16日閣議決定）に基づき、

指定支給法人である一般財団法人水俣病被害者救済支援財団へ業務を委託し、2010年10月１日より水俣病被害者の

方々への一時金の支払いを行っております。今後、引き続き一時金の支払いが見込まれますが、現時点では具体的な

金額については不明です。

なお、一時金の支払については「地域再生・振興及び調査研究等に係る施策並びに一時金支払に係るチッソ株式会

社に対する支援措置」（平成22年4月16日閣議了解）に基づき当社に対する支援措置を講じていただいております。


